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各学年代表の皆さんに、２学期の学年の目標な

どについて述べていただきました。

～ 第 １ 学 年 ～ １年２組 小澤 結真 ～ 第 ２ 学 年 ～ ２年２組 酒 井 環
私たちは学年として、落ち着きのある学校生活を送 ２年生の２学期は、これからも続けていきたい点が２
るという目標を持っています。それを１学年が終わるま 点、改善すべき点が２点あります。
でに達成できるようにするために、２学期では、何事も まず、これからも続けていきたい点の１つ目は、３０
けじめをつけることをがんばっていきたいです。１人１ 分いただきますや集会の移動などの行動の区切りを
人が時間の使い方を考えて、落ち着きのある中学生 大切にすることです。また、集会の移動で身につけて
の姿になりたいです。 きた機敏さは普段の教室移動などに活かして生活し
１学期では、友達同士で協力をして行動できるよう ていきたいです。

になったので、継続していきたいのですが、その一方 ２つ目は、学年全体での「協力」です。１学期は体
で、学習としての目標を達成するために改善しなけれ 育祭で協力性を存分に発揮することができました。そ
ばならないことがあります。１つ目は、時間を意識して して、２学期には大きな行事として秋風祭があります。
行動することです。遅刻をしたり、２分前着席ができて 合唱は協力や助け合いが一番重要と言っても過言で
いなかったりする時があります。それらを改善するた はありません。今年は去年の反省を生かし、全員が
めには、時間の使い方を見直すことが必要です。常 協力し、全力で取り組める秋風祭にしていきたです。
日頃から時計を確認する癖を身につけることを意識し 次に改善すべき点の１つ目は、「登校時間」です。
て生活すれば良いと思います。２つ目は、自分のやる １学期は GoGoSchool の達成状況が悪く、２年生は
べきことの優先順位を決めて行動するということです。 ３学年の中でも特に悪かったです。また朝の時間が
優先して行わなければならないことができておらず、 騒がしく、読書や自習ができている人が少ないのも課
違う事をしてしまう人が多くいます。改善のためには、 題です。これからは１人１人が意識してお互いに呼び
今自分は何をすべきなのかを確認することが必要で かけをすることで改善していきたいです。
す。自分が何を優先しなくてはならないのかを考え ２つ目の改善すべき点は「落ち着きがないこと」で
て、周りがどういうことをしているのかを確認すれば、 す。１学期の後半には着席するべき時間に着席でき
改善していくことができると思います。 ていないことが、１年生の時よりも多くなってきていま
これらのことを踏まえて、１年生全体の目標である、 した。２学期は、学年委員や規律委員だけではなく、

落ち着きのある学校生活を送ることができるよう、さら 生徒同士で呼びかけをしていきたいです。
に個人の意識が大切だと思います。１人１人が目標 １学期には普段の生活でたくさんの課題が見つか
達成の意識を持ち、努力し、成長していくことでよりよ りましたが、２学期からは２年生が中心となって活動し
い学校生活を築くことができると思います。１学期が ていく場面が少しずつ増えていきます。そのために自

過ぎ、２学期になりました。夏休み明けで緩んでいる 分たちの課題にみんなで向き合い、１つずつ確実に

面があると思いますが、気を引き締めて、掲げた目標 改善して、１年生の手本になり、また、３年生のサポー

を１年生全員で達成できるように頑張っていきたいと トができるような学年になれるよう、学年のみんなで頑

思います。 張っていきたいです。

～ 第 ３ 学 年 ～ ３年２組 森 恵 来
２学期は、３年生として「学習」・「学校行事」・「学校生活」のそれぞれの面で頑張りたいことがあります。

はじめに、学習についてです。部活動も終わり、全員が気持ちを新たに受験勉強を頑張ることになります。１学

期は、提出物の期限を守れていない人がいたため、それを完璧にすることはもちろん、自主的な学習にも励み、

全員で第１志望の高校へ進学できるようにしたいです。そのために、自分が受験生であるという自覚をもち、勉強

をしなければならないという空気を学年全体で作っていきたいです。

次に、学校行事についてです。２学期には、メインイベントである秋風祭があります。各クラスの絆を合唱という

形で確かめあえる場だと思うので、全力で楽しめる秋風祭にするために、準備をしていきたいと思います。そして

今年は、実行委員などの各係を、私たち３年生が引っ張っていきます。良い秋風祭になるかは私たちにかかって

います。全校生が楽しめる秋風祭を３年生で作っていきたいと思います。

最後に普段の学校生活についてです。１学期は、３年生として後輩のお手本になる行動をとれていない人も

いました。また、学校全体として登校時間への意識や元気な挨拶をすることができていないようにも感じました。

これは、できていない人への声かけや、委員会で具体策を出すといったような、現在の問題に対する改善の取り

組みが足りなかったことによるものだと思います。２学期は、３年生が率先して改善に向けた取り組みをし、植田

東中学校をより良くしていきたいと思います。そして２学期を笑顔で終われるよう、全力で頑張っていきたいと思

います。
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◇2学期を迎えて◇


